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◆ 県内の水稲は刈取り適期を過ぎつつあります。 

良質米確保のため、農作業安全に留意しつつ、速やかに刈取り作業を進めましょう。 

◆ 倒伏圃場では、コンバイン等の作業速度をできるだけ遅くします。周囲と比べて品質

が劣ることが見込まれる場合は刈分けにより品質確保に努めましょう。 

◆ 日没が早まる時期なので、作業は計画的に進め、安全な農作業を心掛けましょう。 

 

１ 適期刈取りの励行  

（１）本年の成熟期は県全体で９月 13 日頃と、平年に比べ５日程度早まっています。また本年は稈長

がかなり長く、県南部では倒伏している圃場も散見されます（表）。 

（２）刈取り適期は「黄化籾割合 80～90％」です（図）。刈遅れは胴割れ粒や乳白粒、茶米等の混入

による品質低下につながります。農作業安全に留意しつつ、速やかに刈取り作業を進めます。 

（３）倒伏した圃場では、コンバイン等の作業速度を遅くし、丁寧に刈取ります。水口付近などの周

囲と比べて登熟が遅れている部分や倒伏している部分は、品質確保のため、刈り分けに努めてく

ださい。 

（４）台風接近前は農作業安全に留意しつつ、可能な限り刈取りを終えるとともに、通過後は速やか

に作業開始できるよう、排水対策を徹底します。なお、技術対策の詳細については９月 15 日発

行の「号外 台風対策」を参照してください。 

 

表 県内水稲の成熟期及び、稈長・穂長・穂数      （農業改良普及センター生育診断予察圃） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1）県全体：地帯別の水稲作付面積比による加重平均。 
2）平年：平成 28 年～令和 2 年の 5 ヵ年の平均値。 

成熟期形質

稈長 穂長 穂数 倒伏（0:無～5:甚）

本年 平年 平年差 本年 平年 平年差 本年 平年 平年差 本年 平年 平年比 本年 平年 平年差

(月日) (月日) （日） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （本/㎡）（本/㎡）（％）

北 上 川 上 流 9/14 9/19 -5 89.7 79.8 9.9 18.5 17.8 0.7 444 421 105 0.3 0.2 0.1

北 上 川 下 流 9/12 9/17 -5 85.1 81.2 3.9 19.0 18.3 0.7 468 456 103 1.1 0.8 0.3

東 部 9/9 9/17 -8 80.0 81.6 -1.7 17.5 17.9 -0.4 512 448 114 0.3 0.4 -0.1

北 部 9/18 9/23 -5 83.2 77.3 5.9 17.6 17.3 0.3 529 492 107 0.1 0.1 0.0

県 全 体 9/13 9/18 -5 86.1 80.6 5.5 18.8 18.1 0.7 466 449 104 0.8 0.6 0.2

ひ と め ぼ れ 9/11 9/17 -6 87.7 83.6 4.1 18.8 18.6 0.2 497 472 105 0.9 1.0 -0.1

あきたこまち 9/13 9/18 -5 87.5 81.4 6.1 17.6 17.3 0.3 441 424 104 0.3 0.2 0.1

い わ て っ こ 9/17 9/21 -4 84.7 78.0 6.7 18.1 17.7 0.4 525 476 110 0.3 0.1 0.2

銀河のしずく 9/10 9/17 -7 79.0 74.3 4.7 19.4 18.3 1.1 407 397 102 0.0 0.0 0.0

金 色 の 風 9/9 9/16 -7 93.1 89.3 3.8 18.8 18.4 0.4 471 467 101 3.5 2.2 1.3

成熟期

地帯名



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 乾燥・調製の留意点  

（１）胴割れ粒の発生防止 

  ・ 火力乾燥においては、１時間あたりの水分減少率（毎時乾減率）を0.8％以下とします。 

⇒ 乾燥速度を上げすぎると胴割れ粒が発生するため、急激な乾燥・過乾燥に注意します。 

  ・ ４％以上の水分差がある籾を一緒に張り込むことは避けます。 

⇒ 籾水分18％の時に一旦乾燥機を止めて放冷・循環常温通風し、その後仕上げ乾燥して 

籾水分の均質化を図ります（二段乾燥）。 

・ 自然乾燥（ハセ・棒がけ）は２週間以内を目安とし、時々掛け替えして乾燥を促します。 

（２）籾すり時の肌ずれ、脱ぷの防止 

 ・ 肌ずれを防止するため、玄米水分15.0％以下の適正水分で籾すりを行います。 

・ ゴムロールのすき間は、籾の厚さの約1/2（0.5～1.2mm）が標準です。 

・ 脱ぷ率は条件により変化するので、85％程度になるようロール間隔を調整します。 

（３）ライスグレーダー 

    出荷製品用は、LL（1.9mm）の篩い目使用を基本とし、整粒歩合80％以上を目指します。 

 

３ 農作業安全 
   日没が早まる時期ですので、計画的に作業をすすめ、農作業安全を心掛けてください。 

（１）圃場での移動、運搬の際の転倒事故や追突事故には十分注意します。 

（２）コンバインにワラ等が詰まった際は、必ずエンジンを止めてから作業を行います。 

（３）夕方に事故の発生が多いので、焦らず、慎重な作業を心がけてください。 

（４）反射材や低速車マークを取り付け、路上走行中の追突事故を防止してください。 

次号は10月28日（木）発行の予定です。気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。 

発行時点での最新情報に基づいて作成しております。発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。 

９月１５日～１１月１５日は 

秋の農作業安全月間です 
全集中 ゆとりの呼吸で 安全作業 

農業普及技術課農業革新支援担当は、農業改良普及センターを通じて農業者に対する支援活動を展開して

います。 

 

図 黄化籾割合と刈取適期判断の目安 

黄化籾80％ 

穂の基部に緑色の籾が 10～20％程度残っている状態 

⇒ 写真の枠内：１穂の中で登熟が大きく遅れている籾は、これ以上待っても整粒になりにくい 

【成熟期】 

 籾の黄化が全籾数の 80～90%に 

 なった日 

※「ひとめぼれ」では、多くの場合、 

この時点で穂軸先端 1/3 程度が黄変 


